
［標準様式例４-３］

随意契約結果及び契約の内容

業 務 の 名 称 野門第５砂防堰堤設計・施工技術連絡会議業務

業 務 概 要 本業務は、野門第５砂防堰堤工事における公共工事の品質確保
及び円滑な事業執行を目的として。発注者、設計者、施工者の
三者が工事着手前等において一堂に会して、事業目的、設計思
想・条件等の情報の共有及び施工上の課題、新たな技術提案に
対する意見交換等を行うものである。

契 約 担 当 官 等 の 氏 名 並
び に そ の 所 属 す る 部 局
の 名 称 及 び 所 在 地

分任支出負担行為担当官
関東地方整備局　日光砂防事務所長　光永　健男
栃木県日光市萩垣面２３９０

契 約 年 月 日 平成22年5月24日

契 約 業 者 名 開発虎ノ門コンサルタント（株）

契 約 業 者 の 住 所 東京都豊島区南大塚３－２０－６

契 約 金 額 ３６７，５００円（税込み）

予 定 価 格 ３６７，５００円（税込み）

随意契約によることとした
理 由

本業務の遂行に当たっては、設計思想・現場条件等の伝達を確
実に行うため、当該工事の詳細設計担当技術者が不可欠であ
る。上記業者は、『野門沢第５砂防堰堤詳細設計業務』におい
て、当該工事の詳細設計を行ったことから、随意契約を行うも
のである。

業 務 場 所 日光砂防事務所管内

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 （ 自 ） 契約締結の翌日

履 行 期 間 （ 至 ） 平成23年3月31日

備 考
入札情報サービス（ＰＰＩ）（http://www.i-ppi.jp/Search/
Web/Gyomu/keika/Search.aspx）にアクセスし、発注機関及び業務名を入力し
て検索することにより、契約過程に関する情報を閲覧可能である。

備考
公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載するとともに、備考欄に単価契約で
ある旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記載する。


	コンサル（４-４）  (3)

